７－１【岐阜県】
　2018年9月9日		豚一貫農場	（岐阜市）
			579頭(繁殖75頭、肥育362頭、子豚142頭)
　2018年11月16日	畜産センター公園（岐阜市）	
			21頭(子豚21頭)
　2018年12月5日	畜産研究所	（美濃加茂市）
			503頭(繁殖184頭、肥育102頭、子豚217頭)
　2018年12月10日	いのしし飼養施設	（関市）	
			22頭(いのしし22頭)
　2018年12月15日	農業大学校	（可児市）	
			10頭（繁殖３頭、肥育７頭）
　2018年12月25日	豚一貫農場	（関市）	
			7,861頭（繁殖751頭、肥育2,410頭、子豚4,700頭）
　2019年1月29日	豚一貫農場	（各務原市）
			1,662頭＊（繁殖127頭、子豚1,535頭）
　（関連と畜場）	と畜場	（岐阜市）	
			（係留頭数）149頭＊
　（関連農場）		豚肥育農場	（本巣市）	
			867頭＊（肥育豚867頭）
　（関連農場）		豚一貫農場	（恵那市）	
			4,284頭＊(親豚121頭、子豚4,163頭)
　2019年2月19日	豚肥育農場	（瑞浪市）	
			5,775頭＊
　2019年3月7日		豚一貫農場	（山県市）	
			1,507頭＊（親豚137頭、子豚1,370頭）
　2019年3月23日	豚繁殖農場	（山県市）	
			3,328頭＊（親豚875頭、子豚2,453頭）
　2019年3月30日	豚一貫農場	（美濃加茂市）	
			666頭＊（親豚72頭、子豚594頭）
【長野県】
（関連農場）	豚肥育農場（宮田村）	
		2,444頭＊(肥育2,444頭)
（関連と畜場）と畜場（松本市）	
		（係留頭数）38頭＊
【滋賀県】
　（関連農場）	豚肥育農場	（近江八幡市）		699頭＊(肥育699頭)
【大阪府】
　（関連農場）	豚肥育農場	（東大阪市）		737頭＊(肥育737頭)

家畜保健衛生所情報
令和７年４月16日馬インフルエンザの発生に伴う防疫対策の徹底について


４月８日、熊本県の馬（重種馬）飼養農場３戸において、我が国では2008（平成20）年以来となる馬インフルエンザ（以下「本病」という。）の発生が確認されました。現在、熊本県では、感染馬の隔離、飼養馬の移動自粛、ワクチン接種指導、施設の消毒等によりまん延防止を図っています。
[bookmark: _Hlk195701978]本病は40～41℃の高熱、激しい乾性の咳、多量の水様性の鼻汁などの症状がみられ、家畜伝染病予防法による「届出伝染病」に指定されています。本病が疑われる場合は、臨床獣医師の診察を受けるとともに、家畜保健衛生所へご連絡ください。
また本病のウイルスは発症した馬の咳・鼻水に多く含まれるため、飛沫による感染や、人や器具を介した接触感染に気を付けましょう。
（参考）馬インフルエンザについて

☆症状
・40～41℃の高熱、激しい乾性の咳、多量の水様性の鼻汁
・二次感染がなければ2～3週間で回復
☆感染経路
・感染馬の咳・鼻汁による飛沫感染
・感染馬から人・器具を介した接触感染
☆対策
・人・車両等を介したウイルスの侵入防止（消毒の徹底）
・ワクチンの適時・適切な接種
・日々の適切な飼養衛生管理の徹底及び健康状態の把握
・異常を認めた場合は速やかに家畜保健衛生所へ連絡



[image: 馬インフルエンザ]


出典：農研機構
　　　家畜疾病図鑑Web
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